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要 旨

本研究の目的は発症後早期における片麻痺患者の下肢 （以下，ステージ）と膝

伸展筋力の関係について検討することである．

対象は，脳血管障害による片麻痺患者 名（右片麻痺 名，左片麻痺 名，発症からの病日 日，

年齢 歳）である．下肢ステージ，および麻痺側等尺性膝伸展筋力の測定を 週間の期間を開け

て経時的に実施した．

下肢ステージと膝伸展筋力との順位相関係数は初回評価時 ，最終評価時 であった．下肢ステージ

ごとの膝伸展筋力値は，ステージ から の順に ， ， ， ，

， であり，ステージ 以上では大きなばらつきを認めた．また，麻痺側下肢ステージ

が変化しなかった期間においても平均 ％の有意な筋力増加を認めた．

以上のことから，脳卒中発症早期においては，ステージではとらえることができない下肢機能の相違や変化

が存在することが示唆された．発症早期には，より詳細な下肢機能評価として麻痺側膝伸展筋力測定の併用を

考慮すべきである．

キーワード 脳血管障害，片麻痺，麻痺側膝伸展筋力，

平成 年度 高知リハビリテーション学院紀要 第 巻

報告

）東船橋病院 リハビリテーション科

）高知リハビリテーション学院 理学療法学科

）了徳寺大学 健康科学部理学療法学科

【はじめに】

本邦では，脳血管障害による片麻痺者の麻痺側下

肢機能の指標として （以

下，ステージ）が用いられることが多い．ステージ

と歩行能力との間には有意な関連を認め ），その

データは麻痺の回復段階評価や予後予測を行う上で

活用されている．しかし，同一のステージであって

も麻痺側下肢の随意性や支持性の差異によって歩行

能力が異なる症例を少なからず経験する．鈴木ら ）

は，発症早期の回復段階において最大歩行速度の決

定要因を分析する中で，下肢機能の代表として麻痺

側膝伸展筋力を用いている．その結果，歩行訓練後

の歩行速度を決定する最も重要な因子は麻痺側膝伸

展筋力であったことを報告した．ステージでとらえ

きれない下肢機能の変化を麻痺側下肢筋力評価に

よって明らかにできるとすれば，より詳細な回復段



階評価や予後予測が可能となる．

本研究では，発症後早期の片麻痺患者における下

肢ステージと等尺性膝伸展筋力の評価を経時的に行

い，両者の関連について検討した．

【対象】

対象は，脳血管障害による片麻痺患者 名（男性

名，女性 名）であり，年齢は 歳，右片麻

痺 名，左片麻痺 名であった．これらの対象者に

対し，下肢ステージ，および麻痺側膝伸展筋力評価

を同日に実施した．なお対象者は，測定に影響を及

ぼす高次脳機能障害，下肢疼痛および整形外科的疾

患を有していなかった．測定に際しては，目的と方

法について口頭で説明し，承諾を得て実施した．

測定は 週間の期間を開けて経時的に実施し

た．初回の測定時期は，発症から 日，測

定期間は 日，その間の測定回数は

回であった．

麻痺側膝伸展筋力は，等尺性筋力測定器（アニマ

社製 ）を用い，訓練台に腰かけた座位

で，膝関節 度屈曲位における等尺性膝伸展筋力を

測定した ）．測定に際しては，センサーを下腿遠位

部に面ファスナーで固定し，さらに，センサーを固

定した測定部位（下腿）と下腿後方に位置する訓練台

の脚をベルトにて連結した．なお，膝関節を 度屈

曲位とし，圧迫による疼痛を回避するために，膝窩

部に折りたたんだバスタオルを敷いた．測定中はセ

ンサーパッドのずれを防止するため，検者が前方で

パッドを把持した．また，座位保持が不安定な場合

には，必要に応じて非麻痺側の手を座面につけさせ，

別の検者が後方から体幹を支持した．そして，約

秒間の最大努力による等尺性膝伸展筋力測定を 秒

以上の休憩を設けて 回行い，平均値を採用した．

得られた結果から，下肢ステージと麻痺側膝伸展

筋力の関係について， の順位相関係数と

検定ならびに の 検

定を用いて検討した．そして，危険率 ％未満を有

意水準とした．

【結果】

初回および最終評価時点における下肢ステージお

よび麻痺側膝伸展筋力を表 に示した．麻痺側下肢

ステージと膝伸展筋力の間には，初回評価時で

，最終評価時で の有意な相関を認

めた（ ）．

症例の測定回数は，のべ 回であった．それ

らのデータを採用した各下肢ステージにおける麻痺
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表 初回および最終評価時における，麻痺側下肢
ステージ，麻痺側膝伸展筋力

症例
初期評価時 最終評価時 期間

（日）ステージ 筋力 ステージ 筋力

平均値
標準偏差

筋力 麻痺側膝伸展筋力（ ）



側膝伸展筋力中央値は，ステージ から の順に

， ， ， ， ，

であり（表 ，図 ），ステージが高いほど膝伸

展筋力も良好であった（ ）．群間比較では，

全ての のステージ間に有意差を認めた（

）． のステージ間には差を認めなかった．

各ステージ内における膝伸展筋力の分布範囲（最

小値 最大値）は，ステージ から の順に

， ， ， ，

， であった．

経過期間中において下肢ステージが変化しなかっ

た期間のあった症例は 例中 例であり，その期間

中に平均で ％の有意な膝伸展筋力の増加を認めた

（表 ）．

【考察】

発症後早期片麻痺患者において下肢ステージと麻

痺側膝伸展筋力の関係を検討した．

下肢ステージと麻痺側膝伸展筋力との間に正の相

関を認めた．いずれの指標も麻痺側下肢機能の代表

として用いられ，歩行能力と密接に関連することが

報告されており ），これまでの報告を支持する結

果と考えられた．しかし，順位相関係数は，初回評

価時（ ）に比較して，最終評価時（ ）
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ステージ

図 ステージと麻痺側膝伸展筋力

表 ステージ別にみた麻痺側膝伸展筋力値（単位 ）

中央値 平均値 標準偏差 最小値 最大値

表 ステージが不変である期間を有する症例にお

ける麻痺側膝伸展筋力

ステージ 症例
期間初期 期間最終 時点

の期間
（日）

膝伸展力
（ ）

膝伸展力
（ ）

ステージ

ステージ

ステージ

ステージ

平 均 値
標準偏差



で低下する傾向にあった．これは，最終評価時点で

ステージ ， の症例が少なく，ほとんどがステー

ジ 以上の狭い範囲に分布したことが原因と考えら

れた．

全測定データについてみた場合，ステージ から

まではステージが高くなるにしたがい膝伸展筋力

が増加した．しかし，ステージ から では，同一

ステージ内でも膝伸展筋力値は広く分布し，ステー

ジ ， ， では，ステージ間で筋力差を認めなかっ

た．以上のことから，麻痺の回復段階が良好な場合，

ステージと麻痺側膝伸展筋力の間の関連はさほど強

くないものと考えられた．

下肢ステージが不変の期間においても全例で麻痺

側膝伸展筋力が増加し，その平均増加率は ％で

あった．このことは下肢ステージに変化がみられな

い時期にも大きな筋力変化が存在することを示して

いる．先行研究で ）は，麻痺側に対する筋力増強

効果は 週間の筋力トレーニングで ％と

報告されている．今回の 時点の期間は 週程

度で，筋力の伸びはこれよりもはるかに大きかった．

よって，筋力増加の多くは，トレーニングによる筋

力増強というよりも，むしろ中枢神経系の回復によ

るところが大きいものと考えられた．

平木ら ）は，下肢ステージが で不変の期間にも

麻痺側下肢伸展力や麻痺側膝伸展筋力が向上したこ

とを報告している．この研究では角速度 度 秒に

おける等速性筋力が測定されており，膝伸展が困難

な時期の筋力検出には限界があった．今回の膝 度

屈曲位での等尺性筋力は，ステージ の症例から測

定可能であり，より測定対象者の幅が広いものと考

えられた．

最後に，本研究では同一ステージ内における麻痺

側膝伸展筋力の変化が動作能力に与える影響を分析

できなかった．よって，今回の筋力変化が動作能力

に寄与するような麻痺側下肢機能の回復を反映して

いない可能性もある．この点については，今後症例

数を増やした上で再検討される必要がある．

【結語】

ステージ 以上では同一ステージ内でも麻痺側膝

伸展筋力は広く分布していた．また，ステージが変

化しない時期にも麻痺側膝伸展筋力は大きく増加し

ていた．

発症早期の片麻痺では，ステージではとらえられ

ない麻痺側随意性の回復があり，より詳細な下肢機

能評価として膝伸展筋力測定の併用を考慮すべきで

ある．
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